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研究成果の概要（和文）：年長児から小学校2年生までの3年に渡り，子どもと保護者を対象とする質問紙調査，
インタビュー調査，観察調査を実施した。保護者は不安や困難を経験しながらも，家族，担任，知り合い等から
サポートを得て子どもを支援し，1年生修了時には接続期の段差の意義を認識していた。接続期の支援として，
就学前は小学生の保護者との懇談会，就学後は同学年保護者との懇談会や担任以外の学校の相談窓口を設けるこ
とが挙げられる。また，就学時健康診断が保護者の不安を軽減する機会となっているとは言い難いため，年長児
と保護者が心身ともに健康に就学を迎えるうえで真に必要な情報を，種々の実状を反映しながら精選する必要が
あるであろう。

研究成果の概要（英文）：The present study investigates the attitudes of parents and their children 
towards transition from nursery school to primary school. Parents completed questionnaires about 
their views of transition and mental health and learning conditions of children at school and at 
home for three years. The results suggested that parents supported their children with the help of 
family, class teacher and acquaintances, while they faced with the anxiety during school 
transitions. Additionally, parents tried to introspect about their anxiety of transition and viewed 
transition gap as an important opportunity for children to grow, learn and equip them to be more 
resilient in the future. Support services which required from parents during transitional term were 
establishment of consulting service. Information about primary school given at the health 
examination for children starting school age must be analyzed and selected more carefully, since 
that couldn’t reduce anxiety and stress in parents.

研究分野： 発達心理学，保育学

キーワード： 小学校就学前後の接続　環境移行　家庭との連携　就学時健康診断　保護者支援　移行支援　小学校教
育　発達の連続性

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

1．研究開始当初の背景 

近年，幼児教育（保育所や幼稚園，認定

こども園等での幼児を対象とした教育）と

小学校教育との接続（以下，幼小接続と表

記）の実態を正確にとらえ，効果的な接続

を追究する動きが活発である。接続期を経

験する子どもと保護者の意識を明らかに

し，その実態をとらえた支援の追究は喫緊

の課題である。 

 

2．研究の目的 

本研究の目的は，第一に幼小接続を支援す

る連携実践の意味を明らかにすることであ

る。第二に子どもと保護者が段差を克服する

過程を明らかにすることである。第三に小学

校就学という大きな環境移行に際して，子ど

もと保護者に対して提供することが望まし

い具体的支援を提案することである。 

 

3．研究の方法 

（1）観察調査 

＜平成 27（2015）年度 a＞ 

調査時期：平成 27（2015）年 9月 1 日（火），

2 日（水），4日（金），7日（月），8 日（火），

10 日（木），14 日（月）の 7 日間 

観察対象：金沢大学人間社会学域学校教育学

類附属幼稚園年長児 T組と同附属小学校 1年

A組の生活科を活用した連携実践「船作り」 

＜平成 27（2015）年度 b＞ 

調査時期：平成 28（2016）年 3月 1 日（火） 

観察対象：I 県 Ko 市立 R小学校 1年生と Ko

市立R保育所年長児の「年長さんとの交流会」 

活動内容：1 年生が体育館の舞台で歌とダン

スを披露する，年長児と 1年生が体育館でバ

ナナ鬼とドッジボールをする，教室で 1 年生

が手作りのプレゼントを年長児に手渡す 

＜平成 27（2015）～28（2016）年度＞ 

調査時期及び観察対象：平成 27（2015）年

10 月から翌年 3 月にかけて，金沢大学附属幼

稚園年長男児 2 名を対象に計 9回，継続して

平成 28（2016）年 4月から 7月にかけて，同

附属小学校に就学した同じ男児を対象に計

14 回の観察を実施した。 

活動内容：平成 27（2015）年度は幼稚園の自

由遊びでの造形活動を，平成 28（2016）年度

は小学校の図画工作の授業を観察した。 

＜平成 29（2017）年度＞ 

調査時期：平成 29（2017）年 10月 17日（火），

18 日（水）の 2 日間 

観察対象：金沢大学附属幼稚園年長児と同附

属小学校 1年A組の生活科を活用した連携実

践「秋見つけ」 

 

（2）質問紙調査 

＜平成 27（2015）年度：年長児＞ 

調査時期：平成 28（2016）年 2月下旬 

調査対象：I県 Ka 市内 20か所（幼稚園 7，

保育所・園 13），Ko 市内 6 か所（幼稚園 1，

保育所 2，こども園 3），H市内 7か所（保育

所・園 7）計 33か所の年長児保護者に調査票

を配布し，32か所から回収した。保護者 865

名から回答を得た（回収率 77.0%）。 

＜平成 28（2016）年度：小学校 1年生＞ 

調査時期：平成 29（2017）年 3月上旬 

調査対象：I県 Ka 市立小学校 10 校，Ko市立

小学校 6校の小学校 1年生保護者を対象に調

査票を配布し，887 名（回収率 77.5%）から

回答を得た。 

＜平成 29（2017）年度：小学校 2年生＞ 

調査時期：平成 30（2018）年 2月下旬 

調査対象：前年度と同様の小学校 2 年生保護

者を対象に調査票を配布し，853 名（回収率

77.8%）から回答を得た。 

 

（3）インタビュー調査 

＜平成 27（2015）年度：年長児＞ 

調査時期：平成 28（2016）年 2月～3月上旬 

調査対象：I県 Ko市内 6か所の施設，機関の

年長児 203名を対象とした。 

＜平成 28（2016）年度：小学校 1年生＞ 

調査時期：平成 29（2017）年 3月上～下旬 

調査対象： I県 Ko市立小学校 5校の小学校

1 年生 159名を対象とした。全員が昨年度年

長児の時にインタビュー調査を受けた。 

＜平成 29（2017）年度：小学校 2年生＞ 

調査時期：平成 30（2018）年 3月上～中旬 

調査対象：前年度と同様の小学校 2 年生 144

名を対象とした。ほぼ全員が一昨年度，昨年

度にインタビュー調査を受けた。 

 

4．研究成果 

（1）観察調査 

＜平成 27（2015）年度＞ 

7 日間の連携実践「船作り」は，①「計画」

→②「製作」→③「試乗（1 つのグループを

除いて沈んだ）」→④「再度，製作」→⑤「試

乗（全グループの船が浮いた）」という展開

であり，最後は全グループの船が浮いた。④

「再度，製作」の翌日，1 年生担任より活動

が楽しくない児童について話題提供があり，

クラス全員で話し合った。異校種間で継続的

に連携すれば葛藤が生じる。だから連携を辞

めるのか，だからこそ葛藤に向き合う経験を

確保するのかが問われるといえよう。 

＜平成 27（2015）～28（2016）年度＞ 

年長児及び 1年生の製作の【目的】は，「作

りたいから作る，遊びで使うために作る」（年

長児）と「表現するために作る」（1年生）と

いう相違が，【対象】は「自分や友達の思考」

（年長児）と「教科書または自分の思考」（1

年生），【方法】は「“考えながら作る”→“作

りながら考える”という展開」（年長児）と



「“考えてから作る”→“考えながら作る”

→“作りながら考える”という展開」（1年生），

【評価】は「主たる評価者は友達，観点は実

用度，具現度」（年長児）と「主たる評価者

は教師，観点は巧緻性，制約下での独自性」

（1 年生）という相違が認められた。図画工

作を主要教科の周辺ではなく，中心に位置づ

けた合科的単元を提言した。 

＜平成 29（2017）年度＞ 

1 日目は幼稚園勤務経験を持つ 1 年生担任

のクラス，2 日目はそうした経験を持たない

1 年生担任のクラスと活動した。【年長児との

関係づくり】は「互恵的な関係を暗示する（年

長さんも 1年生に教えてね）」（経験有）と「世

話の授受関係を明示する（1 年生が年長児の

お世話をします）」（経験無）という相違が，

【指示の出し方】は「子どもが自身で考える

よう促し（どうしたらいいと思う？），待つ」

（経験有）と「即座に口頭で命令する（静か

にしなさい）」（経験無）という相違が，【活

動の組み立て方】は「活動内容が多く，活動

に緩急がなく散漫」（経験有）と「活動に緩

急があり，限られた時間を有効活用」（経験

無）という相違が認められた。 

 

（2）質問紙調査 

＜平成 27（2015）年度：年長児＞ 

①入学に対する年長児の意識：高選択率順に

「とても楽しみにしている」53.5％（463名），

「まあまあ楽しみにしている」40.4％（349

名），「あまり楽しみにしていない」4.7％（41

名），「楽しみにしていない」0.8％（7名），

無回答0.6％（5名）であった。94%の年長児

が就学を楽しみにしていたが，楽しみではな

い年長児の存在も忘れてはならない。 

②入学に対する保護者の意識：高選択率順に

「とても楽しみにしている」49.3％（426名），

「まあまあ楽しみにしている」47.0％（407

名），「あまり楽しみにしていない」2.9％（25

名），「楽しみにしていない」0.6％（5名），

無回答0.2％（2名）であった。 

③就学時健康診断の参加：「はい」98.4％（851

名），「いいえ」0.7％（6名），「その他」0.6％

（5名），無回答0.3％（3名）であった。 

④就学時健康診断参加後の保護者の意識：高

選択率順に「どちらともいえない」48.3％（418

名），「少し安心した」26.7％（231名），「少

し不安になった」11.9％（103名），「非常に

安心した」10.4％（90名），「非常に不安になっ

た」1.3％（11名），無回答1.4％（12名）であっ

た。安心した保護者は37％であり，不安を軽

減する機会になっているとは言い難い。 

⑤入学前の準備の必要性：施設，機関での準

備は「はい」38.4％（332 名），「いいえ」55.8％

（483 名），「その他」3.8％（33名），無回答

2.0％（17 名）であり，家庭での準備は「は

い」78.4％（678名），「いいえ」17.3％（150

名），「その他」1.5％（13名），無回答 2.8％

（24名）であった。多くの保護者が，就学の

準備は家庭で担うものと考えていた。 

⑥小学校生活における不安な事項：4 件法

（「1：ほとんど不安はなかった」～「4：と

ても不安だった」）を用いて 3年間追跡した。

年長児，1 年生（就学前の不安，現在の不安），

2 年生の結果を表 1 にまとめた。年長児で不

安が高かったのは「友だちとのトラブルをう

まく乗り越えることができる」，不安が低

かったのは「はさみなど基本的な道具の扱い

方が身についている」であった。 

＜平成 28（2016）年度：小学校 1年生＞ 

①小学校生活への適応：高選択率順に「まあ

まあ慣れている」49.1％（436名），「とても

慣れている」48.8％（433名），「あまり慣れ

ていない」1.1％（10名），「全く慣れていな

い」0.5％（4名），無回答0.5％（4名）であっ

た。小1保護者の98%が，子どもが小学校に慣

れていると評価した。 

②慣れたと感じた時期：高選択率順に「6，7

月頃」37.7％（334 名），「9，10月頃」29.9％

（265 名），「4，5 月頃」15.1％（134 名），

「11，12月頃」6.8％（60名），「1，2月頃」

3.9％（35名），「わからない」3.1％（28名），

「まだ慣れていない」0.1％（1 名），無回答

3.4％（30 名）であった。保護者の 4 割が 1

学期終了時期に，3 割が 2 学期半ばに学校生

活に慣れたと評価した。就学後数か月をかけ

て小学校に馴染んでいくようだ。 

③就学後の困ったことの生起と内容：「あっ

た」54.1％（480名），「なかった」27.4％（243

名），「どちらでもない」15.2％（135 名），

「わからない」2.8％（25 名），無回答 0.5％

（4名）であった。5 割を超える保護者が困っ

たことがあったと回答した。自由記述回答

（433 名）は，「友達関係」27.6％（122 名）

が最も多く，「学校生活（忘れ物）」19.6％（87

名），「登校渋り」13.1％（58 名），「勉強・宿

題」12.4％（55 名），「放課後・学童」9.9％（44

名），「家庭生活」9.7％（43 名），「登下校」

7.7％（34 名）と続いた。「友達関係」は「い

じめのような出来事があった」「お友達に怪

我をさせてしまった」「上級生からの心ない

言動」「友人の輪にうまく入れない」という

記述が，「登校渋り」は「朝，学校に行きた

くないと泣き暴れる」「6月から 7月に学校へ

行きたがらず，送ったり祖父母に協力しても

らったり大変だった。その時期から髪を抜く

癖が始まった」「精神的な事（不安など）か

ら毎日のように腹痛を訴える」という記述が

あり，学校生活のストレスにさらされる 1 年

生の深刻な葛藤が確認された。 

④就学後の困ったことの経過：「解決した」

53.0％（256 名），「解決しなかった」14.3％



（69名），「どちらでもない」25.1％（121名），

「わからない」6.4％（31 名），その他 1.2％

（6名）であった。 

⑤困った時に相談や支援を求めた相手：困っ

たことがあった保護者（480 名）に複数選択

を求めた結果，「家族」「小学校の担任教諭」

が多く選択された（図 1）。「年長児の時の

担任保育者」「年長児の時の担任以外の保育

者」が選択されている点も興味深い。「その

他」として主治医，スクールカウンセラー，

警察，当事者の親，ご近所の先輩お母さん等

が挙げられた。一方で，誰にも相談しない（で

きない）保護者の存在も浮き彫りにされた。 

⑥就学を控える年長児保護者への助言：自由

記述回答（546 名）の内容は，「心配ない，子

どもを信じる」59.0％（322 名）が最も多く，

「生活習慣（生活リズム，挨拶，子どもの話

を聞く）」17.2％（94 名），「学校生活（登下

校，平仮名）」11.2％（61 名），「ネットワー

ク作り」8.6％（47名），「特にない」3.1％（17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名），「その他」0.9％（5 名）と続いた。6 割

の保護者が「心配ない」と助言したことは大

変興味深い。「大人が思っているよりも子ど

もは環境に順応する」「子どものことを信じ

て待つこと」「親が不安になると子どもに不

安が伝わるので，自信を持って通わせて欲し

い」という記述が寄せられた。 

⑦就学前後の接続期に必要な支援：就学前の

支援の自由記述回答（235 名）の内容は，「学

校生活（学習，給食，トイレ）」31.9％（75

名）が最も多く，「学校訪問（模擬授業，交

流）」31.5％（74 名），「説明や質問の機会，

保護者のネットワーク作り」9.8％（23 名），

「登下校」8.9％（21 名），「集団活動，子ど

ものネットワーク作り」8.9％（21 名），「生

活習慣」3.0％（7 名），「その他」6.0％（14

名）と続いた。「学校生活」では「平仮名の

読み書き」「鉛筆の持ち方」，「学校訪問」で

は「小学校体験や小学生とふれ合う機会」と

いう記述が認められた。就学後の支援の自由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 調査時期別にみた小学校生活に対する保護者の不安の程度 

 年長児 
小 1 

入学前 

小 1 

現在 
小 2 

 1. 教師や他人の話を最後まで落ち着いて聞くことができる 2.3 2.3 1.8 1.9 

 2. 授業中じっと座っていることができる 2.2 2.1 1.6 1.5 

 3. 小学校のきまりを守ることができる 1.9 1.9 1.5 1.5 

 4. 学校の公共のものを大切にできる 1.8 1.7 1.4 1.5 

 5. ひらがなの読み書きができる 1.9 1.9 1.3 1.2 

 6. 時間割通り時間を意識して行動できる 2.4 2.3 1.6 1.7 

 7. 自分の考えを伝えることができる 2.6 2.6 2.1 2.1 

 8. 友だちとのトラブルをうまく乗り越えることができる 2.7 2.8 2.3 2.3 

 9. 自分のものを整理整頓できる 2.4 2.5 2.1 2.4 

10. 集団の中で自分勝手な行動をとることがない 2.0 2.1 1.6 1.7 

11. はさみなど基本的な道具の扱い方が身についている 1.6 1.6 1.3 1.4 

12. 給食を残さず食べることができる 2.1 2.1 1.7 1.7 

13. 授業についていける 2.4 2.3 1.9 1.9 

注）数値が高いほど不安が高いことを示す。 
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図 1 小学校 1年生期の困った時に保護者が相談や支援を求めた相手 
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記述回答（169 名）の内容は，「登下校，不審

者対策」32.5％（55 名）が最も多く，「放課

後，学童，夏休み」23.7％（40名），「学校生

活（担任の対応）」20.7％（35 名），「相談窓

口，情報交換の手段」17.8％（30名），「その

他」5.3％（9名）と続いた。「放課後，学童，

夏休み」では「学童クラブが 18 時までの受

入であるが，もう少し長くしてほしい」「学

童ではなく，学校で放課後過ごせる時間があ

ると嬉しい」という記述が，「学校生活」で

は「教室では 1（先生）対 30（生徒）なので，

1 人 1 人の気持ちを尋ねたり，聞いてくれた

りする機会があれば」「補助教員による流動

的なクラスのサポート」「急に勉強ばかりで

なく，もう少し自由時間があったら」，「相談

窓口，情報交換の手段」では「幼稚園のよう

にもう少し子どもについて細かいケアをし

てほしい。何かあっても相談しにくい。事務

的な対応が多く，子どもに“何かあったら先

生が助けてくれるよ”と本当には言いにく

い」「担任の先生に聞きたい事があっても，

子どもの連絡帳に書くのがためらわれる（子

どもが見るため）。親と担任の連絡手段があ

るとよい」「授業参観ではなく，クラスのあ

りのままの状態を動画などで配信してもら

えると，素の子どもの学校生活を知る事がで

きる」という記述が認められた。 

⑧小学校生活における不安な事項：1 年生時

で不安が高かったのは「友だちとのトラブル

をうまく乗り越えることができる」，低かっ

たのは「はさみなど基本的な道具の扱い方が

身についている」「ひらがなの読み書きがで

きる」であった（表 1）。年長児期の調査結

果と同様であり，不安の低い項目に「ひらが

なの読み書きができる」が加わった。 

＜平成 29（2017）年度：小学校 2年生＞ 

①小学校生活への適応：高選択率順に「とて

も慣れている」58.7％（501名），「まあまあ

慣れている」38.9％（332名），「あまり慣れ

ていない」1.6％（14名），「全く慣れていな

い」0.4％（3名），無回答0.4％（3名）だった。 

②慣れたと感じた時期：高選択率順に「1 年

生 2学期」35.8％（305 名），「1年生 1学期」

22.3％（190名），「1 年生 3学期」15.6％（133

名），「2 年生 1 学期」12.3％（105 名），「2

年生 2学期」6.4％（55名），「わからない」

4.2％（36名），「まだ慣れていない」0.1％（1

名），無回答 3.3％（28 名）であった。7 割の

保護者が 1 年生時に，2 割の保護者が 2 年生

時に慣れたと評価した。それぞれの子どもの

小学校への適応を待つ姿勢が求められる。 

③就学前後の段差に対する保護者の意識：高

選択率順に「少しの段差はあってもよい」

55.3％（472 名），「わからない」33.4％（285

名），「段差はない方がよい」6.1％（52名），

「その他」2.5％（21 名），無回答 2.7％（23

名）であった。6 割の保護者が段差の存在を

肯定的に受け止めている点は注目に値する。

就学から 2年を経る間に，段差を乗り越えた

あるいは段差を乗り越えようとする子ども

の姿を，保護者は目の当たりにしたのであろ

う。「その他」には「子どもの順応力を信じ

たらよい」「なくそうとせず“ある”と伝え

ればいいのでは」という意見が寄せられた。 

④「なくした方がよい段差」と「あってもよ

い段差」の内容：「なくした方がよい段差」

の自由記述回答（133 名）の内容は，「学習以

外の学校生活（時間割，給食，トイレ）」55.6％

（74名）が最も多く，「担任と子どもの関係」

18.1％（24 名），「学習（読み書き，宿題）」

15.0％（20名），「担任と保護者の関係」11.3％

（15名）と続いた。「あってもよい段差」の

自由記述回答（58 名）の内容は，「学習（読

み書き）」と「学習以外の学校生活」がそれ

ぞれ 37.9％（22名），「段差の必然性への言及」

が 24.2％（14名）であった。 

⑤小学校生活における不安な事項：2 年生時

で不安が高かったのは「自分のものを整理整

頓できる」，低かったのは「ひらがなの読み

書きができる」であった（表 1）。「ひらが

なの読み書きができる」は，年長児期の不安

が高いわけではなかったが（平均値 1.9），2

年生時では最も低いという点は興味深い。 

 

【幼小接続を支援する連携実践の意味】 

年長児にとっては知識と経験を持つ 1年生

を前に，自分でできることや振る舞い方を考

える機会に，1 年生にとっては年長児期の自

信が覆い隠される日々にあり，本来の自分を

表出する機会になる。年長児は保育者の元を

離れ，自身で物事を推進する経験を得る。 

【子どもと保護者が段差を克服する過程】 

保護者の多くが不安や困難を経験するが，

家族，担任，知り合い等からサポートを得な

がら子どもを支援する。登校渋りにも根気強

く向き合う。就学後 1 年が過ぎる頃には，多

くの保護者はかつての不安を内省し，接続期

の段差の意義を認識するようになる。 

【幼小接続期に求められる具体的支援】 

保護者の不安や質問を受ける窓口や機会

の提供が挙げられる。就学前は小学生の保護

者との懇談会を，就学後は同学年保護者との

懇談会や担任以外の学校の相談窓口を設け

たい。また，就学時健康診断が保護者の不安

を軽減する機会となっているとは言い難い

ため，年長児と保護者が心身ともに健康に就

学を迎えるうえで真に必要な情報を，種々の

実状を反映しながら精選していきたい。そし

て，小学校 1年生担任には，就学までにどの

ような背景や経験の違いがあろうとも，全て

の児童の発達と学習を支援し保障するのだ

という覚悟と矜持と力量が必要である。 
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